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優秀製品賞 � （1）ファインアーク－６０（微細目固液分離スクリーン）

     東洋スクリーン工業株式会社＊

    

1．製品概要

　ファインウェッジを搭載した数十μｍ級の微細目固液分離
スクリーン装置である．
　ファインウェッジとは逆三角形のワイヤーを等間隔に並べ
てスリット（隙間）を形成し，かつ独自技術による極細ワイ
ヤーを使用して微細なスリットを形成した金属製スクリーン

（ふるい，フィルタ）である．（図 1）

 
図 1　ファインウェッジ拡大図

　従来品では100μｍまでの固液分離が限界であったが，高
精度ワイヤーの開発やスクリーン自動溶接機の確立，ポンプ
を使用した圧力噴射供給方式により固液分離の限界を20μｍ
まで下げることが可能となった．
　また適応する業界の実績は食品（特に有機排水），樹脂（プ
ラスチック），製薬，化学，電子材料，環境，繊維，最近で
はバイオマス関連の水処理設備まで多岐にわたる．液中の微
細な固形物の回収（固液分離）・異物除去はもちろん濃縮・
分級といった用途に使用できる．
　スクリーンを洗浄することにより繰り返し使用でき，ステ
ンレス製である為廃棄時においてもリサイクル可能な環境製
品である．

図 2　ファインアークー60 の外観

2．製品の内容

　ファインアーク-60は独自の設計にて固液分離装置として
シンプルかつコンパクトになった製品である．（図2）
　ポイントとなる装置のスクリーンは固液分離において当初
50μｍ程度のスリット（目開き）精度が技術的に限界であっ
たが，微細異形線のワイヤーメーカーの調査開拓から，極細
ワイヤーの形状，精度開発及びスクリーン自動溶接機に纏わ
る各因子の洗い出しから繰り返しての改良改善に伴い，均一
かつ高精度の微細スリット20μｍレベルの精度開発に成功し
た．
　また，この微細スリットを評価する手段として従来までは
目視で測定していた手法から光学測定方式でスリットを拡大
化させて測定する方式を見出し独自の測定方法を開発した．
その後さらに1μｍレベルまで計測できる装置を開発し，現
在はスイッチ一つでスリットを自動計測できる装置の開発に
至る．これにより均一な微細スリット精度の確認が容易とな
り，かつ本製品の精度保証が可能となった．
　ファインアークの機器構成としては微細高精度スクリーン
を斜めに配置しスクリーン上部に供給液を擁するヘッダー管
を配置する．ヘッダー管よりスクリ−ンに枝管を出し先端に
ノズルチップを取り付ける．分離性能を上げるためにこのノ
ズルチップをスクリーンに対して接線方向に配置する．これ
は大量の圧力噴射水を効率よくスクリーン処理する技術であ
り長年培ってきた技術である．
　スクリーン自体は動力を使用せず供給するポンプのみの電
力で処理可能なシンプルな技術である．また，先端のノズル
チップの口径にレパートリーをもたすことにより，様々な液
体，固形物処理に対応するノウハウを持って随時見極めて処
理を可能にしている．
　スクリーンの目詰まり対策としてオプションにて前後洗浄
機を設定，取り付け可能としている．生産性を落とさない為
に運転を止めずにスクリーンを定期的に洗浄し人手による手
間を最小限とする．

3．販売実績

　微細目固液分離装置として20μｍレベルまで処理可能なこ
のファインアーク-60は同等類似製品等なく唯一無二の製品
である．
　販売実績は国内のみで61台で本製品のシェアは100％であ
るが，現在も顧客からの問い合わせに対してサンプル試験を
社内及び各現場で実施，安心してご使用いただけるように試
験結果を顧客に報告してから受注している．
　今後も納品実績を得た分野，業界に対して横展開にて提案
PRを繰り返し多くの企業に貢献をしたいと考えている．
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１．製品概要 

ファインウェッジを搭載した数十μｍ級の微細目固液分離スク

リーン装置である。 

ファインウェッジとは逆三角形のワイヤーを等間隔に並べてス

リット(隙間)を形成し、かつ独自技術による極細ワイヤーを使用

して微細なスリットを形成した金属製スクリーン（ふるい、フィ

ルタ）である。（図 1） 
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２．製品の内容 

ファインアーク-60 は独自の設計にて固液分離装置としてシン

プルかつコンパクトになった製品である。（図 2） 

ポイントとなる装置のスクリーンは固液分離において当初 50μ

ｍ程度のスリット(目開き)精度が技術的に限界であったが、微細

異形線のワイヤーメーカーの調査開拓から、極細ワイヤーの形

状、精度開発及びスクリーン自動溶接機に纏わる各因子の洗い出

しから繰り返しての改良改善に伴い、均一かつ高精度の微細スリ

ット 20μｍレベルの精度開発に成功した。 

また、この微細スリットを評価する手段として従来までは目視

で測定していた手法から光学測定方式でスリットを拡大化させて

測定する方式を見出し独自の測定方法を開発した。その後さらに

1μｍレベルまで計測できる装置を開発し、現在はスイッチ一つで

スリットを自動計測できる装置の開発に至る。これにより均一な

微細スリット精度の確認が容易となり、かつ本製品の精度保証が

可能となった。 

ファインアークの機器構成としては微細高精度スクリーンを斜

めに配置しスクリーン上部に供給液を擁するヘッダー管を配置す

る。ヘッダー管よりスクリ－ンに枝管を出し先端にノズルチップ

を取り付ける。分離性能を上げるためにこのノズルチップをスク

リーンに対して接線方向に配置する。これは大量の圧力噴射水を

効率よくスクリーン処理する技術であり長年培ってきた技術であ

る。 

スクリーン自体は動力を使用せず供給するポンプのみの電力で

処理可能なシンプルな技術である。また、先端のノズルチップの

口径にレパートリーをもたすことにより、様々な液体、固形物処

理に対応するノウハウを持って随時見極めて処理を可能にしてい

る。 

スクリーンの目詰まり対策としてオプションにて前後洗浄機を

設定、取り付け可能としている。生産性を落とさない為に運転を止

めずにスクリーンを定期的に洗浄し人手による手間を最小限とす

る。 

３．販売実績 

微細目固液分離装置として 20μｍレベルまで処理可能なこのフ
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び各現場で実施、安心してご使用いただけるように試験結果を顧

客に報告してから受注している。 

今後も納品実績を得た分野、業界に対して横展開にて提案 PR を

繰り返し多くの企業に貢献をしたいと考えている。 
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